
冊
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
蓬
左
本
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
同

文
庫
に
は
『
医
心
方
抄
」
一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
は
廿
巻
の
抄
録
で
全

一
冊
で
あ
る
。
村
上
文
庫
創
立
者
の
刈
谷
藩
医
村
上
承
卿
が
、
天
保

十
一
年
三
月
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
『
医
心

方
』
廿
巻
も
、
そ
の
同
年
頃
に
村
上
承
卿
が
筆
写
さ
せ
た
も
の
と
思

員
ノ
Ｏ

三
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
内
に
あ
る
半
井
家
蔵
書
目
録
の

な
か
に
、
『
医
心
方
』
出
巻
の
他
に
、
『
医
心
方
』
の
古
写
本
五
冊

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
承
安
二
年
（
二
七
二
）

四
月
七
日
に
書
写
し
、
文
治
五
年
（
二
八
九
）
十
一
月
十
日
に
文

書
博
士
敦
光
朝
臣
本
を
以
て
点
訓
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
記
録
の
染
で
、
現
本
は
存
在
し
な
い
。

（
京
都
市
）

演
者
は
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、
中
国
医
学
と
道
教
と
の
関
係
に

つ
き
発
表
し
て
き
た
。
道
教
が
、
殊
に
明
末
清
初
の
頃
よ
り
儒
教
、

仏
教
と
混
渚
し
、
三
教
合
一
の
か
た
ち
と
な
り
、
今
日
で
は
民
間
信

仰
の
か
た
ち
を
と
っ
て
、
台
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
社
会
に
生

き
、
彼
等
の
日
常
生
活
の
指
針
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
道
教
医

学
は
、
中
国
伝
統
医
学
を
そ
の
側
面
と
し
、
巫
術
的
な
面
を
残
し
な

が
ら
、
現
在
で
は
民
間
療
法
の
姿
と
な
っ
て
、
民
間
信
仰
の
具
現
性

に
力
を
か
し
て
い
る
。

今
回
は
前
回
の
薬
鍛
に
つ
づ
い
て
、
善
耆
を
と
り
あ
げ
て
み
た

い
。

善
害
と
は
、
酒
井
忠
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
「
善
耆
と
は
観
善
の
害
と

い
う
意
味
で
、
宋
代
以
後
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
観
善
を
説
く
書
で

あ
る
か
ら
、
販
売
の
た
め
に
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
償
で

人
に
施
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
観
善
と
は
単
に
儒
教
の

中
国
医
学
と
道
教
（
Ⅳ
善
書
に
つ
い
て
）

，
吉
一
兀

７
判
７
に
両
Ⅱ

治
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経
典
の
中
で
説
か
れ
る
道
徳
の
実
践
を
勧
め
る
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
民
衆
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
通
俗
的
な
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
民
衆
に
と
っ
て
行
い
難
い
よ
う
な
複
雑
な
制
約
を
も
つ

も
の
で
は
な
く
、
『
凡
民
』
『
愚
夫
愚
婦
』
に
も
行
い
う
る
善
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
善
書
と
は
勧
善
懲
悪
の
た
め
に
民
衆
懲
悪
の
た
め
に
民

衆
道
徳
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
事
例
、
説
話
を
説
い
た
民
間
流
通
の

通
俗
書
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
善
書
の
輪
郭
が
わ
か

る
。
ま
さ
に
「
諸
悪
莫
作
、
修
善
奉
行
」
の
倫
理
的
基
盤
が
あ
る
。

歴
史
的
に
は
南
宋
の
、
太
上
威
応
篇
、
明
清
時
代
の
功
過
格
、
陰
隣

文
、
覚
世
真
経
な
ど
が
名
高
く
、
大
正
十
二
年
発
行
の
『
道
教
聖

典
』
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
、
抱
朴
子
が
収
め
ら
れ
て
い

》
（
》
Ｏ

現
在
、
台
湾
の
寺
廟
で
は
、
こ
れ
ら
善
害
の
流
れ
を
く
ん
で
、
数

多
く
の
善
害
が
並
べ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
免
費
と
い
っ
て
無
料
で
配
布

し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
を
十
冊
と
か
、
百
冊
と
か
の
費
用
を
出
し
た

り
、
自
家
出
版
し
て
寄
付
す
る
こ
と
が
善
行
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。現

行
、
台
湾
の
善
書
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
察
愁

某
氏
の
『
台
湾
現
行
的
善
害
』
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
台

湾
で
流
通
し
て
い
る
善
書
は
約
七
八
百
種
に
の
ぼ
る
が
、
氏
で
も
さ

え
、
こ
の
う
ち
の
百
十
種
類
余
り
し
か
集
め
て
い
な
い
と
い
っ
て
い

る
。
そ
し
て
八
十
五
種
あ
ま
り
の
善
書
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
第
七
十
番
目
に
、
前
回
本
学
会
で
発
表
し
た
薬
銭
に
関

す
る
書
物
で
あ
る
「
博
済
仙
方
（
呂
帝
仙
方
）
」
が
、
善
書
の
一
つ

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
台
湾
及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
民
間
信
仰
は
三
教
合
一
か
ら
、

回
教
、
キ
リ
ス
ト
教
を
加
え
た
五
教
を
基
本
に
お
く
も
の
か
ら
、
羅

教
、
理
教
、
徳
教
、
慈
教
等
の
新
興
的
宗
教
も
数
多
く
、
こ
れ
ら
も

布
教
手
段
と
し
て
善
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
熱
心
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
流
派
の
内
容
を
承
る
と
、
や
は
り
中
国
人
固
有
の
宗
教

で
あ
る
道
教
の
要
素
が
最
も
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

今
回
は
演
者
は
、
こ
の
数
年
間
台
湾
各
地
で
得
た
善
書
の
う
ち
か

ら
、
医
学
的
善
害
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
選
ん
で
発
表
す
る
。
こ
れ

ら
は
、①

華
陀
菓
菜
秘
方
、
附
観
音
治
病
秘
方
、
用
手
運
動

②
華
陀
仙
翁
秘
方
、
菓
菜
療
病
法

③
天
地
精
華
秘
方

④
中
国
伝
出
中
薬
秘
方
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等
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
、
②
は
一
冊
本
、
他
は
Ｂ
４
判
一
枚
に
印
刷
し
て

あ
る
。
①
、
②
と
も
見
開
き
二
頁
で
Ｂ
５
判
、
①
は
一
八
○
頁
、
②

は
一
六
九
頁
よ
り
な
り
、
表
題
は
似
て
い
る
が
内
容
は
異
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
善
書
で
も
あ
り
、
民
間
療
法
が
そ
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
人
為
は
寺
廟
に
参
り
、
祈
願
し
て
、
こ
れ
ら
善
書
内
容
の
治
療

指
針
に
よ
っ
て
治
療
す
る
。
そ
の
人
☆
も
多
く
、
そ
の
た
め
に
こ
れ

ら
善
害
が
処
之
の
寺
廟
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
台
湾

の
民
間
療
法
が
一
つ
に
は
宗
教
的
色
彩
が
強
い
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ

て
日
常
の
治
療
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
に

演
者
に
、
こ
の
書
に
も
ら
れ
た
内
容
が
真
実
で
あ
り
、
現
に
行
っ
て

い
て
、
演
者
に
も
す
す
め
た
人
も
二
、
三
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
人

達
の
教
育
程
度
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

発
表
で
は
、
こ
れ
ら
医
学
的
善
害
に
も
ら
れ
た
内
容
に
も
ふ
れ
た

い
。
な
お
、
医
食
同
源
の
色
彩
の
強
い
、
「
全
省
素
食
処
簡
介
」
も

追
加
す
る
。

（
小
平
市
）

⑤
調
経
種
子
良
方

失
わ
れ
た
六
朝
・
晴
唐
の
医
籍
輯
快
に
『
外
台
秘
要
方
』
（
宋
版
に

限
る
）
が
第
一
級
資
料
と
な
る
こ
と
は
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な

い
。
量
的
に
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出
典
の
巻
次
ま
で
明
示
し
て
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
引
用
文
の
表
記
法
は
原
則
と
し
て
「
○
○
方

療
：
…
．
。
×
×
方
同
。
出
第
△
△
巻
中
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は

「
○
○
方
と
い
う
医
書
に
『
…
…
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
×
×
方
に
も

同
様
の
記
述
が
あ
る
。
○
○
方
の
第
△
△
巻
中
に
出
て
く
る
」
と
い

う
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
○
○
方
の
記
載
を
「
外
台
』
中
よ
り
抽

出
し
、
△
△
の
巻
数
に
よ
っ
て
順
次
配
列
復
原
す
れ
ば
、
○
○
方
が

ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
記
さ
れ
た
医
書
で
あ
っ
た
か
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
る
に
、
他
の
条
文
末
尾
に
「
○
○
方
同
」

と
あ
る
条
文
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
『
医
心
方
』
『
証
類
本
草
』
な
ど

の
引
用
本
を
総
合
検
討
し
、
そ
の
巻
次
を
推
定
し
て
配
置
す
れ
ば
、

『
外
台
秘
要
方
』
に
よ
る
古
医

籍
輯
供
の
検
討

小
曾
戸
洋
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